
 

公民連携による地域まちづくりの支援（報告） 

－ クラウドファンディング活用支援事業（試行）の状況－ 

 

１ はじめに 

クラウドファンディング活用支援事業（試行）は、地域まちづくり推進委員会及びまち普請事業部会

（以下、「部会」という）にて、委員の皆さまからご意見を頂いたうえで、実施してきました。令和 3

年 3 月をもって試行期間が終了するため、事業の状況報告を行います。 

（これまでの推進委員会、部会での主な意見は、後段資料参照） 

 

２ 事業の概要 

・平成 31 年 3 月から令和 3年 3月までを試行期間として、まち普請の助成対象外の費用や施設整

備後の活動における資金調達手法の一つとして、地域のまちづくり団体とクラウドファンディ

ング（以下、「ＣＦ」という）事業者とのマッチング事業を試行。 

・ＣＦ事業者は、本市の共創フロントにて公募。６社と協定締結。 

 ・本市が、ＣＦを希望する団体とＣＦ事業者との対話の場をコーディネート。 

・マッチングがまとまれば、団体とＣＦ事業者が契約を締結し、ＣＦを実施。 

 

３ 当事業の活用対象の地域まちづくり団体 

試行当初は、「ヨコハマ市民まち普請事業提案グループのうち、平成 25 年度以降に整備を実施

または実施予定団体」としていたが、３件の当事業活用実績を推進委員会に報告し、対象者を拡大

して有用性の検証を進めることの了承を得られたため、令和２年３月に下表の対象者に変更した。 

 

 【対象拡大後の当事業の活用対象の地域まちづくり団体】 

1 ヨコハマ市民まち普請事業２次コンテスト通過団体 

2 地域まちづくり推進条例に基づき市長の認定を受けた「地域まちづくり組織」 

3 
横浜市エリアマネジメントに係る協定等の事務取扱要綱に基づき本市との協定を締

結した「エリアマネジメント組織」 

4 
その他地域まちづくりに関する活動団体で、市長が試行支援の対象として適切と認

められる団体 

  

議事１ 



４ 協定を締結したＣＦ事業者とこれまでの事業実施件数 

公募期間：平成 29 年 12 月 28 日～平成 30 年 2 月 28 日 

公募方法：テーマ型共創フロント 

【ＣＦ事業者及び実施件数】 

 ＣＦ事業者 実施件数 

1 株式会社 MotionGallery － 

2 株式会社朝日新聞社 ３件 

3 株式会社エンジョイワークス － 

4 日本クラウド証券株式会社 － 

5 
アカデミック・リソース・ガイド株式会社（以下「ARG」） 

及び READYFOR 株式会社 
１件 

6 特定非営利活動法人横浜コミュニティデザイン・ラボ － 

 

５ 事業実施結果 

  ４件の実績、その他相談件数４件（うち 1 件はマッチングまで、3 件は対象外団体）の結果となっ

た。 

【事業実施実績一覧】                         ［金額単位：円］ 

 

地域まちづくり団体 
ＣＦ事業者 

※略称表記 
資金調達目的 

目 標 額

［単位：円］ 

達成額 

［単位：円］ 

（率） 

支援者

数 

1 

おもいやり隊 

（NPO 法人おもいや

りカンパニー） 

ARG 及び

READYFOR 

虚誕の耐震工事

費、改修工事費 
180 万 

189.5 万 

（105%） 
117 人 

2 
NPO 法人 Connection 

of the Children 
朝日新聞社 

レシピ本の製作

資金 
100 万 

111.1 万 

（111%） 
137 人 

3 
つみれプロジェクト実

行委員会 
朝日新聞社 

イス等材料費、

活動運営費など 
100 万 

122.8 万 

（123%） 
163 人 

4 
NPO 法人 

さくら茶屋にししば 
朝日新聞社 

物語本の製作・出

版費 
100 万 

138.5 万 

（138%） 
200 人 

 

６ ＣＦ実施者（地域まちづくり団体・ＣＦ事業者・所管課）の評価、意見 

(1) 地域まちづくり団体 

ア 市と事業者のサポートが良く、ＣＦの知識がなくても取り組める。 

イ 新たな人たちとの人的ネットワークが拡大。 

ウ 活動内容のＰＲ、周知につながった。 

エ 団体のスキル、ノウハウが向上し、結束力も高まった。 

オ 市からのアドバイスや、活動紹介の場の設定が効果的。 

カ ＣＦ事業者だけではサポートができない部分の市のサポートが成功要因の一つ。 



(2) ＣＦ事業者 

ア 団体の士気を維持向上が大変。 

イ 市と連携しての、SNS 等での情報発信や支援の呼びかけが効果的。 

ウ 団体の状況や課題把握に時間がかかった。 

エ 市のサポートが補ってくれた点も成功要因の一つ。 

(3) 所管課（地域まちづくり課） 

ア 市が間に入り、団体の活動について翻訳することがプロジェクト成功に向けて有効。 

   イ 市の広報ツール（記者発表、メルマガ等）が、資金調達やネットワーク形成に有効。 

   ウ 市の支援の関わり方により、職員の事務負担も大きくなるため、支援の程度は検討必要。 

 

６ 日本におけるＣＦの状況 

日本におけるＣＦサイトは、2011 年 3 月に初めて開設された。現在までの 10 年間に多数の事業

者が参入し、認知も徐々に広まりつつある。 

  消費者庁の調べ（※１）によると 

  ・購入型（寄付型含む）ＣＦ市場規模は、2017 年 77 億円から 2019 年 169 億円に拡大。 

  ・ＣＦの認知度は 42％（「聞いたことがある」と合わせると 86％）。 

・支援経験者の約半数が、2019 年以降にはじめて支援を行っている。 

※１ ＣＦ（購入型）の動向整理（2020 年 9 月 30 日） 

 

７ 事業全体の総括 

【当事業に対するニーズ】 

・当事業でのＣＦの実施件数は２年間で４件であり、相談件数も４件と少数だったことから、Ｃ

Ｆを用いてまちづくり活動を行いたいというニーズはあまり高くないと言える。 

・当事業でＣＦを実施した地域まちづくり団体は、ヨコハマ市民まち普請事業の整備団体に限

られ、昨年２月に対象拡大した地域まちづくり組織やエリアマネジメント団体からの具体的

な相談はなかった。ただし、コロナ禍での団体活動への制約の影響も考えられる。 

・ＣＦは、資金調達の手段としては、地域まちづくり団体の性格や活動目的によって向き不向

きがあると考えられる。 

【ＣＦの効果（資金調達面の効果）】 

・実施した４件すべてで目標金額を超える資金の調達ができ、資金調達手法としては有効であ

ることが分かった。 

・本市の支援のうち、資金調達成功の要因としては、「ＣＦ事業者と連携しながら、まちづくり

団体に対してプロジェクト紹介ページの内容や進捗に合わせたページ更新のアドバイスを行

う」、「市が有する広報力や様々な主体とのネットワーク等を有効活用した事業広報の協力」が

挙げられる。 

【ＣＦの副次的効果（資金調達面以外の効果）】 

・まちづくり団体にとっては、ＣＦを通して、地域内外での人的ネットワークの拡大、団体活

動の広報効果、団体の結束力強化などが確認できた。 



・市による団体の活動についての広報協力により、団体の事業活動が広範囲に周知されること

につながった。 

【ニーズ・効果を踏まえた考察】 

・資金調達の手法としての有効性や副次的な効果は確認できたが、一方で、市の関与の程度によ

る市職員の事務負担の課題がある。 

・まちづくり活動へのＣＦ活用のニーズは必ずしも高くないが、市の支援事業ということでＣ

Ｆにチャレンジできた地域まちづくり団体もある。 

・一方、ＣＦの認知度向上に伴い、ＣＦは資金調達の手法として一般化してきており、地域まち

づくり団体が直接ＣＦ事業者とＣＦを実施することも容易になってきたと考えられる。 

・以上から、ＣＦにはまちづくり活動への効果もあり、本市がＣＦ事業者と連携して支援してい

くことに一定の意義があると考えられるが、その支援の方法については、検討の余地がある。 

 

８ まち普請事業部会における部会委員の主な意見（第 84 回 R3.2.10） 

【交流拠点の運営者として当事業によるＣＦを実施した２名の委員の意見】 

◆ 岡本委員（NPO 法人さくら茶屋にししば） 

・はじめはＣＦについてほとんど知らなかった。資金提供してくれたのは多くは地域の人で、直

接お金を渡してくれた。（インターネットをあまり使わない）高齢者にはＣＦは難しいことが分

かった。 

・青森など遠くの方から応援していますとのコメントをいただくなど、励みになった。 

・横浜市の記者発表などの広報によって、朝日新聞が大きく記事にしてくれた。（資金調達そのも

のに対する）効果はあまりなかったが、拠点を知ってもらえる宣伝になった。 

◆ 加藤委員（NPO 法人 Connection of the Children） 

・ＣＦは身内から集めるのが中心で、これまでのつながりが成功の要因となり得るため、まちづ

くりとＣＦがマッチしているのかは議論の余地がある。ＣＦでは、寄付した人にメリットがあ

る場合には有効だが、まちづくりは地域の人を対象としている。とは言え、全てが地域とのつな

がりかというと、必ずしもそうではなく、ＣＦによって、地域の外とのネットワークが出来た

ことに感謝している。ＣＦで作った本は、神奈川県の優良図書にも選定された。 

・まちづくりの取組は、地域の人たちには効果を還元できるが、遠方の人に還元できるかというと

難しい。そこを、新たにつながりができた人たちに、なんらかの形で還元していくことを模索

していけば、全国的な事例として面白い取組なので、大変なのは分かるが、そこを期待して引き

続き行って欲しい。 

【その他の委員の意見】 

・地域活動を市民にとって自分事と捉えられると寄付が広がると思う。 

・今回のまとめは試行する前から分かっていた。試行によってネットワークができたというよう

な効果を検証してほしい。 

  



９ 今後の展開 

資金調達手段としてのＣＦは一般化してきており、地域まちづくり団体が独自にＣＦ事業者を

見つけることは容易となってきているが、今回の試行により、ニーズは必ずしも高くはないもの

の、活動拡大のためにＣＦに取組む地域まちづくり団体に対して、本市がＣＦ事業者と連携して

支援していくことには、地域まちづくりの推進に一定の効果があると考えられた。 

そこで、ＣＦ活用の支援は、地域まちづくり団体の資金調達の手法の一つとして、当面継続し

ていくことを考えている。支援方法については、市職員が業務で取組む意義を確認しながら、改め

て検討し進めていく。 

今回の試行事業は、市の予算では地域まちづくり支援に対する財源確保に限界があることや、

地域まちづくり団体が運営経費の調達に苦労していること等を背景に、その解決に向けて取組ん

だものである。活動資金の調達などの課題を抱える団体に対しては、ＣＦ活用の支援に限らず、

市民局が行っている登録されたＮＰＯ法人の公益的活動に助成する「よこはま夢ファンド」、区役

所が独自に設けている助成制度の活用や一般財団法人、企業等が公募する助成制度の紹介等、解

決に向けて様々なメニューの提案や相談に応じるなど、包括的な支援を進めていきたい。 

  



資料（推進委員会、まち普請部会意見）

〔地域まちづくり推進委員会・まち普請部会での主な意見〕  ※下線、ゴシックは現状の市コメント 

【第 43 回推進委員会 H30.11】 

・ＣＦ事業者が一緒にやる際の市として関わり方が難しいのではないか。          

・ＣＦは外にばかり目が向いてしまうが、地域内から資金・支援を集めることが大切。 
 

・市としては、市民局のよこはま夢ファンドもあるので、広報の仕方を含め他局と連携して 

検討してほしい。→今後検討（８ 今後の展開） 

・地域での活動なので、ＣＦの出資者を優先し、地域が二の次になる事態は避けたい。 

 

【第 72 回部会 H30.12】 
 

・市民まちづくりに馴染むかの検証が必要。→ニーズはあまり高くないが、本事業によりＣＦにチャレンジ

できた団体もある（７ 事業全体の総括） 

・まちづくりの団体のニーズに合っているのかということを検証すべき。→同上 

・本当に行政がやる仕事なのかという辺りの検証が一番重要。市の責務がどこにあるべきなのか、行

政の果たす役割がどういうことなのかということに関わる重要な問題。最終的にお金を出してくれ

た人が、行政が一緒にこの制度に入っていることによって、行動判断をどう変えたのかを検証する

べきでは。→効果はあるが、ニーズは低く、ＣＦ自体が一般化してきている（７ 事業全体の総括）、支援者

の行動判断については、市は支援事業として、記者発表、市のメーリングリスト等での紹介を行っており、

その効果は一定程度あったと考えている。しかしどの程度の支援者が市の広報により支援に至ったかを

確認するデータがとれないため、数値的な検証はできていない。 

 

【第 47 回推進委員会 Ｒ1.12.3】 

・団体を醸造させていく力がＣＦにはある。団体のステージに合った支援方法とＣＦ事業者の関

わり方を、俯瞰的に整理していく必要がある。ＣＦの試行を蓄積し、システマティックに整理

しまとめていただきたい。 

・市としてどのように支援していくのか、今後の展開を考えていただきたい。ＣＦ事業者の選定

で得意分野をいかにマッチングするか、先の展開を考えていく議論が必要。 

 

【第 78 回部会 Ｒ1.12.9】 

・市の事務局がＣＦ業者との間をつなぐ役割が発生してきて、負担になっていないか。 

・横浜市と連携しなくてもＣＦはできる。その中で、横浜市と組むということになると、団体にとっ

てはそれなりの責任が発生する。 

・整備後の支援がないというところからスタートしているので、むしろそちらの線ではないか。 

・ＣＦ事業以外の市の事業や支援対象は、任意の団体ではなく、市長の認定を受けた団体や、協定を

結んだ団体に限定されるように、まち普請でのＣＦの支援についても、一定のハードルがあった方

がいいのではないか。 














